
熱田神宮 

 

コロナが明けて５年ぶりに高校の同窓会を開催しますという案内を受けていそいそと出かけてきました。

その帰りに大阪から名古屋により、熱田神宮にお参りすることにしました。 

大阪の難波駅から近鉄の特急「ひのとり」に乗って名古屋まで移動しましたが、近鉄で大阪から名古屋

への旅は私の８０年の人生で初めての経験でした 

 

「ひのとり」は外観がカッコいいだけでなく、乗り心地も大変よく大満足でした。窓から見える大和八

木、桜井などののんびりした風景や、伊賀丘陵を経て津、名古屋に至る旅は大変楽しいものでした。 

  

 

名古屋に到着後、名鉄に乗って５分ほどで熱田神宮前に到着しましたが、便利な所にありますね。 

鳥居をくぐり、参道を進んで行くと道端に熱田神宮の紹介パネルが並んでおり、それを読んでいくと神

宮の歴史がよくわかりました。 

 

熱田神宮の創祀は、三種の神器の一つ草薙神剣（くさなぎのみつるぎ）の鎮座に始まります。第１２代

景行天皇の第三子である日本武尊（やまとたけるのみこと）は天皇の命によりクマソタケルやイズモタ

ケルを征伐しました。 

 

日本武尊は引き続き東国の征伐を命ぜられますが、この時叔母の倭比売命（やまとひめのみこと）から

神剣、草薙神剣と袋とを与えられます。この神剣の助けもあって東国征伐を成し遂げ、帰途、宮簀媛命

（みやすひめのみこと）と過ごしますが、伊吹山に悪い神の退治に出かけます。その時、日本武尊は

神剣を宮簀媛命に預けて出かけたため雹に打たれて病気になり亡くなります。宮簀媛命は神剣を熱田の

地に祀り、その地は熱田神宮となり伊勢神宮につぐ格別に尊い宮として約千九百年前にわたり篤い崇敬

を集めています。 



  

 

社殿は平成２５年創祀千九百年を記念して造営されました。ご祭神は熱田大神を主祭神に、相殿神には、

天照大神、素盞嗚尊（すさのおのみこと）、日本武尊、宮簀媛命、建稲種命（たけいなだねのみこと・・・

古墳時代の豪族で尾張国造の一人で宮簀媛命の兄）が祀られています。 

熱田大神とは三種の神器の１つである霊剣・草薙の剣を祀る熱田神宮の祭神で、日本武尊の神剣という

性格を持ちますが、同時にアマテラス大神の霊が依る御霊代としての性格も秘められています。 

 

ところで日本武尊は日本人に大変人気があり、私もファンの一人です。 

三浦半島・観音崎の近くにある防衛大学校は標高８５ｍの丘の上にありますが、その直下に我々が学生

時代にポンドと呼んでいた海上訓練をする小さな入江があり、その傍に走水神社があります。走水神社

は日本武尊が東征の時に上総国へ浦賀水道を渡る際、自分の冠を村人に与え、村人がこの冠を石櫃へ納

め土中に埋めて社を建てたのが始まりと言われています。また船が海上で暴風雨に遭い、同行していた

弟橘媛（おとたちばなひめ）が海へ身を投じて暴風雨を鎮め、数日後、海岸に弟橘媛の櫛が流れつき、

村人は旗山崎（御所ヶ崎）に社を建てて櫛を納めて祀られているとのことでした。 

 

また、東京には今も日本武尊が東征をした時の足跡を記念して祭神としてお祀りをしている神社が沢山

残っています。「酉の市の熊手」で有名な浅草の鷲（おおとり）神社は日本武尊が東夷征討の際に立ち寄

り戦勝を祈願し、志を遂げた帰途、社前の松に武具の「熊手」をかけて勝ち戦を祝いお礼参りをされた

のが始まりだそうです。 

 

熱田神宮の社殿の右には神楽殿があります。こちらでは初宮詣・七五三詣の祈祷を受けられます。 



  

 

「ならずの梅」という梅がありましたが、実がならなくても尊いようですね。 

土塀があります。「信長塀」と呼ばれ、１５６０年（永禄３年）に織田信長が「桶狭間の戦い」の前に戦

勝を祈願したことでも有名で、奇跡的に大勝利を収めた信長は築地塀（信長塀）を奉納しました。土と

石灰を油で練り固め、瓦を多数積み重ねており、三十三間堂の太閤塀、西宮神社の大練塀と並び、日本

三大土塀の一つといわれています。 

 

熱田神宮は豊臣秀吉や徳川家康などの武将も尊敬をしており、社殿の造営や修復に力を入れるなど、厚

く信仰していました。 

  

 

「宝物館」には熱田神宮にまつわる古文書や絵画、能面などの資料が展示されており、２０２１年（令

和３年）に開館した「草薙館」には奉納された名刀や玉鋼などが展示されています。 

中でも真柄直隆の「太郎太刀」は七尺八寸（約２３７cm）約４．５ｋｇと巨大です。真柄直隆は身長７

尺（２１０cm）の大男で、朝倉義景に仕え、武勇に優れ、姉川の戦いにおいて黒鹿毛の馬に跨り、大太

刀を振り回して戦ったことで有名だそうです。 

体験コーナーでは刀剣の実物に触ったり、写真を撮ったりすることが出来ます。 

普通の日本刀も触ることが出来ましたが、約１ｋｇ近くもあり、これを持ち歩いていたのは大変だった

だろうなと感心しました。 



  

 

「草薙館」の前に食事が出来るテラスがあったので、名古屋名物の「宮味噌カツきしめん定食」を食べ

て、新幹線で東京へ帰りました。 

           おしまい 


